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研究成果の概要（和文）：ユーフラテス河中流域シリア沙漠において野外調査をふくむ各種調査

を実施し、食糧生産経済集団の乾燥地進出経緯について調べた。その結果、青銅器時代前期に、

それ以前とは質的に異なる本格的開発が開始されたことが判明した。遊牧民が展開したものと

推定される。また、集落、墓、仕事場など青銅器時代前期の遺跡群は、複数の階層的クラスタ

ーをなして分布することも明らかになった。この事実は、複数の部族レベルからなる部族社会

がその担い手であったことを示唆していると考える。 

 
研究成果の概要（英文）：A series of fieldwork and the related research was conducted in the steppe 

region of the Middle Euphrates, North Syria. The results indicated that the extensive exploitation of the 

steppe environments in this part of Syria commenced during the Early Bronze Age, presumably by the 

nomadic pastoralists. In addition, they revealed a distinct pattern on the distribution of the Early Bronze 

Age settlements, cemeteries, and other work spots, which is believed to reflect the stratified tribal levels 

of the society in this period. These data greatly contribute to our better understanding of the tribal 

formation processes in the Middle Euphrates steppe. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)西アジアは世界で最初に食料生産経済

（新石器文化）を発展させた地域である。こ

れまでの研究は、その起点、すなわち降雨量

の豊富な天水農耕地帯での食料生産経済発
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生プロセスの研究に偏向してきた。一方、食

糧生産経済が発生した後の展開、すなわち、

その二次的拡散については研究が遅れてい

る。なかんづく、元来、栽培可能植物、家畜

化可能動物が分布していなかった内陸沙漠

がいかにして人類の開発対象となったのか

については本格的研究がおよんでいない。 

 

(2)本特定領域研究が焦点をあてるのは、当

初シリア沙漠内陸部に居地に定めたとされ

るセム系部族社会の出現経緯である。従来文

献学的の分野で追求されてきた課題ではあ

るが、文献学には粘土板文書が出土する河川

流域の都市民からみた沙漠に関する情報し

か扱えないという難があった。したがって、

シリア沙漠において本格的野外調査を実施

し、新石器時代以降の人類の進出経緯、その

経済・社会戦略を考古学的、通時的に明らか

にすることは、セム系部族社会研究に直接的

な寄与をなしうる。 

 

２．研究の目的 

(1)乾燥地開発の技術。家畜放牧を含む一層

の生業技術発展や物資調達のための社会戦

略の進展なくして乾燥地帯開発は不可能で

ある。まず、そうした技術的側面を整理する。 

 

(2)シリア沙漠への進出過程。セム系部族民

の故地とされるユーフラテス河中流域、シリ

ア沙漠を調査対象の中心に据え、新石器時代

以降の開発史を明らかにする。それをもって、

セム系部族民の出現経緯を論じる。 

 

(3)シリア沙漠における集団形成。乾燥地帯

開発に乗り出した人類社会の構造を考古学

的に分析し、部族社会形成史を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1)乾燥地開発の技術の研究。天水農耕の限

界地域とされる年間降水量 300mm 前後の地域

（ハブール平原、イラン高原）、あるいはそ

れ以下の地域（パルミラ盆地）を選定し、既

存の調査報告、標本群を収集、分析する。そ

れによって、乾燥地の開発史、経済技術に関

する通地域的パタンを解析する。 

 

(2) シリア沙漠への進出過程の研究。総括班

が発掘地とするユーフラテス河中流域、ガー

ネム・アル＝アリ遺跡の発掘に参加し、出土

標本の通時的解析もおこなう。また周辺で綿

密な踏査を実施し、その収集標本同定をとお

して時期別の遺跡数変遷を明らかにする。 

 

(3)シリア沙漠における集団形成。踏査で明

らかになった諸遺跡の性格、分布パタンは集

団関係を反映していると推測されるため、そ

れを分析する。また、ガーネム・アル＝アリ

遺跡住人との社会関係も考察する。 

 

４．研究成果 

(1) 乾燥地開発の技術について 

西アジア各地の乾燥地進出パタンを比較し

た結果、新石器時代後期、および青銅器時

代前期に画期がある点で共通していること

が判明した。これは、それぞれ牧畜技術の

普及、遊牧の出現期と一致していると考え

られる。すなわち、乾燥地開発と家畜利用

技術の進展との強い相関を指摘することが

できた。 

 

(2)シリア沙漠への進出過程について 

踏査で明らかになった200近い沙漠地遺跡

群を時代鑑定した。その結果、新石器時代、

そして青銅器時代前期に遺跡数が急増して

いることが明らかになった。セム系部族集

団の形成が青銅器時代前期の遊牧民集団出



 

 

現と一致するであろうことは従来、文献学

の立場から示唆されてきたが、それを初め

て考古学的証拠をもって裏付けたことにな

る。 

 

また、新石器時代・青銅器時代間に相当す

る銅石器時代の遺跡が著しく尐ないこと、

青銅器時代前期の遺跡増加は新石器時代後

期のそれをはるかに凌駕するものであるこ

とも判明した。これを考察したところ、両

者の社会は接続するものではなく、青銅器

時代初めに大きな社会経済的変化が生じた

ことが推察できた。遊牧の本格導入がそれ

を可能にしたと考えられた。 

 

上記のような解析は沙漠地でみつかる遺跡

の正確な時期鑑定が可能になってこそなし

えたことである。内陸沙漠では時代指標とな

る土器が全く採集されない。したがって石器

の鑑定が不可欠でああるが、青銅器時代の石

器は大半が不定形の剥片であり、従来、同

定不能とされてきた。今回、ガーネム・ア

ル＝アリ遺跡の出土石器を詳細解析し、青

銅器時代に特徴的な製作技術を初めて定義

し、沙漠地散布石片の時期鑑定法を開発す

ることに成功した。これにより、青銅器時

代集団が残した短期逗留地を同定すること

ができた。この方法は他の乾燥地に展開し

た集団を同定する際にも強力な武器となり

うるもので、本研究の大きな成果の一つと

なった。 

 

(3) シリア沙漠における集団形成について 

踏査遺跡の分析によって、青銅期時代の乾

燥地遺跡群は集落、墓、短期逗留地など機

能的に異なる遺跡から構成されていること

がわかった。また、それらの分布が大・中・

小などいくつかの階層的クラスターをもっ

て構成されていることも突き止めた。この

パタンは前代にはみられない。このことは、

現代にみる部族社会のように等質で分節的

な社会がまさに青銅器時代に出現していた

可能性が高いことを物語る。すなわち部族

社会形成にかかわる一級の知見が得られた

ことになる。 
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